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早池峰山南面登山道周辺におけるニホンジカの食痕調査
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Abstract
  Browsing damage to plants by large herbivores of the two mountain trails in the south part of Mt. Hayachine, 
which is in the central region of Iwate Prefecture was studied from 2015 to 2017. Most of damaged plants were 
found in the forest. However, the number of damaged plant species and the frequency of browsing damage 
increased during three years even beyond the timberline.

はじめに
　過去30年間，日本各地でニホンジカの個体数が急激
に増加し，農林業のみならず，自然植生や地域の生態
系にも多大な影響を与えている（藤井2010，藤木2012，
Kato & Okuyama 2004, Takatsuki 2009）．
　岩手県のニホンジカは，明治期から1980年頃までは
五葉山周辺にのみ生息し，「北限のホンシュウジカ」
などと呼ばれ保護されていた（高槻1992）．しかし
1980年頃からは個体数が増加し，現在では県全域に分
布を広げ，さらに青森県・秋田県へも拡大している（岩
手県2017，白神山地世界遺産地域科学委員会2017）．
　岩手県では2000年からニホンジカ保護管理計画を定
め，個体数の抑制と農林業被害の軽減に努めてきた（岩
手県2017）．県内のニホンジカ捕獲個体数は，1998年
から2011年まで毎年2,000頭前後であったが，2012年に
は4,240頭，2013年以降は約１万頭と急増している．農
林業被害額は2013年の約３億円をピークに減少したも
のの，2015年は依然として２億円を超えている（岩手
県2017）．
　ニホンジカの個体数増加・分布拡大とともに，岩手
県の遠野市周辺と三陸沿岸南部から中部にかけての山
地では，急速な植生の変化が観察されている（植生学
会企画委員会2011）．変化とは，ニホンジカの摂食に

よる林床植生の減少と植物相の単純化である．
　ニホンジカは主として低山地に生息する動物である
が，個体数が増加すると夏季には高山帯にも進出し，
高山植生に甚大な影響を与えることが，例えば南アル
プスや四国の剣山などで知られている（鵜飼2011，山
城・山城2007）．
　高山は，氷期遺存種や固有種などの稀少な植物が集
中的に分布する場所であり，日本の生物多様性のホッ
トスポットともなっている（加藤・海老原2011）．こ
れらの植物は，いずれも個体数や分布が局限されてお
り，存在基盤がきわめて脆弱である．高山上部へのシ
カの進出は，これら稀少種の絶滅に直結するきわめて
深刻な問題である．さらに，表土流亡や土砂崩れなど
の要因ともなりうる．そのため南アルプスでは，防鹿
柵を設けて植生の保護を進めている（鵜飼2011）．
　早池峰山の登山口周辺にニホンジカが頻繁に現れる
ようになったのは2010年頃のことである．ニホンジカ
の声や目撃情報が増えてきたことから，東北森林管理
局では2011年から早池峰山周辺地域のニホンジカの生
息頭数推定調査と植物の食痕調査を行っている（東北
森林管理局2012，2013）．この時点ではまだ登山道沿
い及び山地上部の食痕は少なかったが，その後，登山
道沿いの植物にも食痕が目立つようになっている．
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　早池峰山の上部には多くの固有種・固有変種や分布
南限種が生育しており，これらが消失するようなこと
があれば，日本列島における生物多様性の甚大な損失
となる．そのような事態を防ぐため，まずは現状把握
と変化のモニタリングを行う必要がある．
　そこで本調査は，早池峰山の南面においてニホンジ
カがどのような植物をどのくらい食べているか，また
その年次変化を把握することを目的として行った．

方法
　調査地は，岩手県の中央部に位置する早池峰山の南
面に設けられた二つの登山道，小田越登山道と河原坊
登山道である（図１）．
　小田越登山道は登山口（標高1,250m）から山頂

（1,917m）まで，河原坊登山道は登山口（標高1,050m）
から1,300m付近までを踏査し，大型草食動物による食
痕のあった植物の種名とその頻度，足跡の有無などの
記録を行った．
　頻度は種ごとに３段階で記録し，「１：ルート上の
一部の個体に被食痕がある」「２：半分程度の個体に
被食痕がある」「３：ほとんど全ての個体に被食痕が
ある」とした．さらに，前年までは存在を確認でき，
かつ被食痕があった種が，同じ場所で存在を確認でき
なくなった場合には，「４：被食によって消失した」
と判断した．
　小田越登山道の調査は2015年８月13日，2016年８月
12日，2017年８月７日に行った．また，標高1,500m付
近（二合目）までの予備的な調査を2014年７月21日に
行った．河原坊登山道の調査は2016年７月31日と2017
年７月17日に行った．なお，河原坊登山道は2016年５
月の大雨により標高1,400mより上部が大規模に崩落し
たため，以後は一般の通行が禁じられている．本調査
は岩手県および森林管理署の了承のもと，危険の少な
い標高1,300mまでの範囲で行った．

結果
　調査の結果，食痕が認められた種とその頻度を付表
に示した．被食痕が常に多かった種は，シダ植物では
ヤマソテツ，被子植物ではバラ科のオニシモツケ，ア
ジサイ科のノリウツギ，エゾアジサイ，キク科のノブキ，
ゴマナ，ダキバヒメアザミ，レンプクソウ科のオオカ
メノキ，ウコギ科のハリブキ，セリ科のオオバセンキュ
ウ，エゾノヨロイグサであった．

河原坊登山道

小田越登山道

図１　調査を行った登山道
　国土地理院の電子地形図25000にルートを追記して
掲載．

　各登山道における被食種数と頻度を表１・図２に示
した．小田越登山道では2015年に17種，2016年に37種，
2017年は18種に食痕が認められた（表１a）．
　被食頻度の割合は，2015年・2016年・2017年の順に，
１が29％・43％・33％，２が24％・22％・14％，３が
47％・35％・38％と，３年間で変動があり，全体とし
て増加傾向にはなかった．ただし，2017年にはツルニ
ンジン，ハリブキ，オオカサモチの３種が登山道沿い
で確認できなくなった．
　河原坊登山道では，2016年に64種，2017年に50種で
食痕が認められた（表１b）．２年間で被食頻度１が
64％から24％に減少し，被食頻度２が20％から54％，
３が17％から22％と増加した．
　早池峰山の森林限界は標高1,400m付近にある．2014
年の小田越登山道の予備調査では，森林限界より標高
が高いところでは食痕が見つからなかったが，2015年
に初めて二合目の森林限界に近い草原で4種に食痕が
見つかり，2016年には13種となり，山頂直下でも食痕
が見つかった．
　被食痕は森林内に生育する種で多く見られ，被食頻
度も高かった．小田越登山道では62％が森林内に生育
する種であり，他は草原に生育する種であった．河原
坊登山道では88％が森林内に生育する種であり，残り
は沢の中の岩塊の上や隙間に生育する種であった．
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図２a　小田越登山道における被食頻度別の植物種数 図２b　�河原坊登山道における被食頻度別の植物種数

被食頻度１：ルート上の一部の個体に食痕がある，２：半分程度の個体に食痕がある，３：ほとんどの個体
に食痕がある，４：被食により消失した

表１a　小田越登山道において食痕が認められた植物の種数（被食頻度は図２に同じ）

表１b　河原坊登山道において食痕が認められた植物の種数

考察
　日本各地におけるニホンジカの食痕調査から，ニホ
ンジカが好んで食べる植物（嗜好種）とほとんど食べ
ない植物（忌避種）があることがよく知られている（石
田・服部2012）．本研究の調査結果で食痕が特に多かっ
た種の中には，オニシモツケやノリウツギ，ゴマナなど，
他の地域でも嗜好種として知られているものが含まれ
ていた．ただし，本州冷温帯の亜高山帯以上の地域に
おいてニホンジカの低密度期に食痕調査をした例は少
なく，本地域の構成種に対する嗜好の強さは，これま
でよく分かっていなかった．
　食痕が認められたのは，ほとんどが森林内に生育す
る種であり，現在のところ早池峰山ではニホンジカは

主に森林限界以下で活動していることが明らかになっ
た．
　森林内で食痕が認められた植物の種数は，河原坊登
山道で68種，小田越登山道で26種と，河原坊の方がか
なり多かった．これは，河原坊登山道の標高が小田越
登山道よりも約200m低い位置にあるため，ブナなど
広葉樹林の中にある部分の距離が長く，コメツガ・オ
オシラビソなどの針葉樹林の中にあってチシマザサに
囲まれている小田越登山道と比べて，そもそも植物の
生育種数が多いことが理由であると考えられる．
　小田越登山道沿いの2015年から2016年の被食種数の
増加は非常に顕著であった．また河原坊登山道や県道
沿いにおいても，前年のデータがないため比較はでき
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ないが， 2016年に被食痕が急増したと言われている（早
池峰国定公園自然公園保護管理員・八重樫理彦氏私信）．
　河原坊登山道では，通常ニホンジカの嗜好種とは認
められていない種でも食痕が増えており，ニホンジカ
の密度が増加したために，嗜好種以外の種も採食せざ
るを得ない状況になりつつあることが示唆される．実
際，登山口付近の森林内では急速に裸地化とディアラ
インの形成が進んでいる．一方，小田越登山道では植
生の変化はそれほど明らかではない．
　ニホンジカは人間のいない場所を選んで採食を行っ
ており，日中多くの登山者がいる登山道では，植物
への影響が軽減されている可能性がある．したがって，
本研究のように登山道沿いのみで調査を行っている場
合，その結果を山塊全体へ敷衍すると植生への影響を
過小評価する危険があることは付け加えておきたい．
　本調査で食痕が認められた植物の中で，レッドデー
タブック等に掲載されている絶滅危惧種はタカネクロ
スゲのみで，固有種や固有変種，分布南限種は含まれ
ていなかった．ただし東北森林管理局による2011年の
調査では，固有種のナンブトウウチソウに食痕があっ
たことが報告されており（東北森林管理局2012），ま
た山頂直下付近で食痕が増えてきていることを考慮す
れば，今後はこれらの種にも影響が及ぶことが容易に
予想できる．
　岩手県は現在，岩手県猟友会や森林管理署等の協力
を得て，早池峰山の周辺市町村（遠野市・花巻市・宮
古市・盛岡市）におけるニホンジカの捕獲を促進する
施策をとっている．しかしここ数年の森林帯における
植生変化の進行速度が非常に速いことや，シカの活
動範囲が山頂直下まで広がりつつあることから考えて，
現在のところ早池峰山周辺のニホンジカの個体数を抑
制するまでには至っていない可能性が高い．
　早池峰山の貴重な生物多様性を守り，周辺地域の環
境を保全するためには，この地域においてより集中的
にニホンジカの個体数抑制を行う必要がある．また個
体数の少ない稀少種を保護するために，予防策として
防鹿柵の設置を早急に開始すべきであると提言する．
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要　　旨
　2015年から2017年にかけて，岩手県中央部に位置す
る早池峰山の南面に設けられた二つの登山道を踏査し，
大型草食動物による植物の食痕の有無を調査した．食
痕は森林内に生育する植物に多く見られたが，森林限
界以上でも被食種数や被食頻度が増加していた．

キーワード： 高山植物，ニホンジカ，食害，稀少種，
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s 

(F
ra

nc
h.

 e
t S

av
.) 

So
ej

im
a 

et
 M

ot
.It

o
2

2
キ

ク
科

ダ
キ

バ
ヒ

メ
ア

ザ
ミ

C
ir

siu
m

 a
m

pl
ex

ifo
liu

m
 (N

ak
ai

) K
ita

m
.

3
2

キ
ク

科
ヨ

ツ
バ

ヒ
ヨ

ド
リ

Eu
pa

to
ri

um
 g

le
hn

ii
 F

.S
ch

m
id

t e
x 

Tr
au

tv
.

1
キ

ク
科

オ
オ

ヒ
ヨ

ド
リ

バ
ナ

Eu
pa

to
ri

um
 m

ak
in

oi
 T

.K
aw

ah
ar

a 
et

 Y
ah

ar
a 

va
r. 

op
po

si
tif

ol
iu

m
 (K

oi
dz

.) 
T.

K
aw

ah
ar

a 
et

 Y
ah

ar
a

3
キ

ク
科

ハ
ヤ

チ
ネ

コ
ウ

モ
リ

Pa
ra

se
ne

ci
o 

ha
ya

ch
in

en
si

s 
(K

ita
m

.) 
K

ad
ot

a
1

キ
ク

科
フ

キ
Pe

ta
si

te
s j

ap
on

ic
us

 (S
ie

bo
ld

 e
t Z

uc
c.

) M
ax

im
. s

ub
sp

. j
ap

on
ic

us
1

3
キ

ク
科

ア
キ

ノ
キ

リ
ン

ソ
ウ

So
lid

ag
o 

vi
rg

au
re

a
 L

. s
ub

sp
. a

si
at

ic
a

 (N
ak

ai
 e

x 
H

.H
ar

a)
 K

ita
m

. e
x 

H
.H

ar
a 

va
r. 

as
ia

tic
a

 N
ak

ai
 e

x 
H

.H
ar

a
1

レ
ン

プ
ク

ソ
ウ

科
オ

オ
カ

メ
ノ

キ
Vi

bu
rn

um
 fu

rc
at

um
 B

lu
m

e 
ex

 M
ax

im
.

3
2

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

ヤ
マ

ウ
グ

イ
ス

カ
グ

ラ
Lo

ni
ce

ra
 g

ra
ci

lip
es

 M
iq

. v
ar

. g
ra

ci
lip

es
1

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

マ
ル

バ
キ

ン
レ

イ
カ

Pa
tr

in
ia

 g
ib

bo
sa

 M
ax

im
.

2
3

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

タ
ニ

ウ
ツ

ギ
W

ei
ge

la
 h

or
te

ns
is

 (S
ie

bo
ld

 e
t Z

uc
c.

) K
.K

oc
h

1
3

ウ
コ

ギ
科

コ
シ

ア
ブ

ラ
C

he
ng

io
pa

na
x 

sc
ia

do
ph

yl
lo

id
es

 (F
ra

nc
h.

 e
t S

av
.) 

C
.B

.S
ha

ng
 e

t J
.Y

.H
ua

ng
2

セ
リ

科
エ

ゾ
ボ

ウ
フ

ウ
Ae

go
po

di
um

 a
lp

es
tr

e 
Le

de
b.

3
2

セ
リ

科
ア

マ
ニ

ュ
ウ

An
ge

lic
a 

ed
ul

is
 M

iy
ab

e 
ex

 Y
.Y

ab
e

3
2

セ
リ

科
オ

オ
バ

セ
ン

キ
ュ

ウ
An

ge
lic

a 
ge

nu
fle

xa
 N

ut
t.

3
3

セ
リ

科
エ

ゾ
ノ

ヨ
ロ

イ
グ

サ
An

ge
lic

a 
sa

ch
al

in
en

si
s 

M
ax

im
. v

ar
. s

ac
ha

lin
en

si
s

3
3

セ
リ

科
カ

ノ
ツ

メ
ソ

ウ
Sp

ur
io

pi
m

pi
ne

lla
 c

al
yc

in
a

 (M
ax

im
.) 

K
ita

g.
2

河
原

坊
沢

バ
ラ

科
タ

カ
ネ

ザ
ク

ラ
C

er
as

us
 n

ip
po

ni
ca

 (M
at

su
m

.) 
O

hl
e 

ex
 H

.O
hb

a 
va

r. 
ni

pp
on

ic
a

2
バ

ラ
科

シ
ロ

バ
ナ

ト
ウ

ウ
チ

ソ
ウ

Sa
ng

ui
so

rb
a 

al
bi

flo
ra

 (M
ak

in
o)

 M
ak

in
o

1
3

バ
ラ

科
マ

ル
バ

シ
モ

ツ
ケ

Sp
ir

ae
a 

be
tu

lif
ol

ia
 P

al
l. 

va
r. 

be
tu

lif
ol

ia
1

1
カ

バ
ノ

キ
科

ミ
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
Al

nu
s v

ir
id

is
 (

C
ha

ix
) L

am
. e

t D
C

. s
ub

sp
. m

ax
im

ow
ic

zii
 (C

al
lie

r)
 D

.L
öv

e 
va

r. 
m

ax
im

ow
ic

zii
 (C

al
lie

r)
 Y

on
ek

.
1

カ
バ

ノ
キ

科
ダ

ケ
カ

ン
バ

Be
tu

la
 e

rm
an

ii 
C

ha
m

. v
ar

. e
rm

an
ii

2
2

ア
ブ

ラ
ナ

科
エ

ゾ
ノ

イ
ワ

ハ
タ

ザ
オ

Ar
ab

is
 se

rr
at

a 
Fr

an
ch

. e
t S

av
. v

ar
. g

la
uc

a
 (H

.B
oi

ss
ie

u)
 O

hw
i

1
シ

ソ
科

ミ
ソ

ガ
ワ

ソ
ウ

N
ep

et
a 

su
bs

es
sil

is
 M

ax
im

.
1

1
ハ

マ
ウ

ツ
ボ

科
エ

ゾ
シ

オ
ガ

マ
Pe

di
cu

la
ri

s y
ez

oe
ns

is
 M

ax
im

. v
ar

. y
ez

oe
ns

is
1

キ
ク

科
ミ

ヤ
マ

ア
キ

ノ
キ

リ
ン

ソ
ウ

So
lid

ag
o 

vi
rg

au
re

a
 L

. s
ub

sp
. l

ei
oc

ar
pa

 (B
en

th
.) 

H
ul

té
n

1

※
各

数
字

が
示

す
被

食
の

頻
度

は
次

の
と

お
り

．
1
：

ル
ー

ト
上

の
一

部
の

個
体

に
食

痕
が

あ
る

，
2
：

半
分

程
度

の
個

体
に

食
痕

が
あ

る
，

3
：

ほ
と

ん
ど

の
個

体
に

食
痕

が
あ

る
，

4
：

被
食

に
よ

り
消

失
※

※
科

名
・

学
名

は
米

倉
浩

司
・

梶
田

忠
 
(
2
0
0
3
-
)
 
「

B
G
 
P
l
a
n
t
s
 
和

名
－

学
名

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

」
（

Y
L
i
s
t
）

，
h
t
t
p
:
/
/
y
l
i
s
t
.
i
n
f
o
か

ら
引

用
．


